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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 一條 由紀 
論 文 題 目 『マルドロールの歌』と大衆小説 
審査要旨 
 本論文は、ロートレアモン伯爵ことイジドール・デュカス（1846-1870）の残した特異な散文作品『マルドロールの
歌』全 6 歌を、19 世紀に飛躍的な発展を遂げた大衆小説との関係において読み直そうとしたものである。 
 南米ウルグアイの首都モンテビデオで生まれ、普仏戦争のさなかプロイセン軍に攻囲されたパリで 24 年間の謎め
いた短い人生を終えたデュカスについては、シュルレアリストらによる偶像崇拝的な賛美と、作者概念の解体を標榜
する「テル・ケル」派の難解な前衛批評の後で、近年にいたって肖像写真の発見をきっかけとする伝記的研究が着
実な成果を挙げてきている。本論文のねらいは、そうした実証的な資料発掘をふまえつつ、『マルドロールの歌』を
それが書かれた時代の文化的・芸術的環境のなかに正確に据え置くことで、この破天荒なテクストにかんする新た
な読みの可能性をきり拓くことにある。 
 『マルドロールの歌』が同時代の大衆小説に多くを借りていることは夙に指摘されてきた。ただそれがたんなる剽
窃やパロディにとどまらず、先行テクストの生産的な「再利用」ともいうべき戦略として働いていることを論者は指摘す
る。そこで、まず検討されるのが 18 世紀後半にイギリスに興ったゴシック小説のモティーフとその語りの構造である。
ゴシック小説は、やがてフランスで大量に翻訳されて一大ブームとなり、19 世紀前半のロマン主義文学に大きな影
響を与えたのち、新聞連載小説に代表される大衆小説の源流となったジャンルである。 
『マルドロールの歌』のなかで、「閉じた空間」である城や修道院といったゴシック的な建築のモティーフは舞台装
置としてばかりでなく、語り手の頭＝意識の比喩としても用いられる。また、ゴシック小説では、偽編集者による序
文、発見された手記という体裁、さらには複数の語り手による章立てなどの語りの重層化がしばしば見うけられるが、
これをデュカスは物語内物語、あるいは自己反射的な鏡の物語という語りの入れ子構造として再編成し、マルドロー
ルの（無）意識の構造を描くために利用している。かくしてデュカスにおいて、ゴシック的空間はゴシック的語りに照
応し、『マルドロールの歌』のテクストは際限なくこじ開けられていく入れ子の連鎖、複数の声がつくりだす語りの迷
宮であることが示される。（第 1 部） 
  次に論者は、ゴシック小説から、ロマン主義文学を経て、大衆小説にまで受け継がれてきた超自然的怪異の三
つのモティーフが、『マルドロールの歌』にあってどのようにして扱われているかを検証する。 
 第一に「ヴァンピリスム」のモティーフがとりあげられるが、吸血行為は敵を攻撃する手段であるだけでなく、欲望の
対象との一体化を遂げ、自己の分身を生み出す手段でもある。また、吸血鬼の増殖性は黄熱病やコレラのような伝
染病の恐怖を表象し、マルドロールは病原菌をまき散らす有害な存在として現れる。さらにデュカスのテクストにお
ける吸血鬼像には、19 世紀に吸血鬼のプロトタイプとなり、かつ「世紀病」をロマン派の世代に感染させたイギリス詩
人バイロンのイメージが重ね合わされており、吸血鬼の感染力を読書による病魔の伝染と捉えている点にその独自
性が存すると指摘される。 
 これにつぐ第二の「幽霊」のモティーフも、こうした自己同一性や書くこと・読むことの問題にかかわるものとして提
示されている。「第2の歌」で「お化け」が創造主の使者である良心の姿でマルドロールの敵対者として登場するが、
一方で彼は自分の内部にある良心を外部からの侵入者である創造主から守ろうとしている。また「第 4 の歌」では幽
霊が語り手自身の鏡像＝分身となっている。このようにして幽霊は自己の内部にいるのか、外部に属するのか曖昧
なままである。そのうえで、書く者は他者のテクストという文化的亡霊に取り憑かれた者としてふるまうことを余儀なく
されるだろう。読書の記憶にほかならぬ、この幽霊が作者に取り憑き、亡霊化した作者がまた読者に取り憑くという
終わりなき連鎖のなかで新たなテクストが生まれていく機構があざやかに分析される。 
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 そして第三の「さまよえるユダヤ人」のモティーフにおける、ゴルゴダの丘に向かうキリストに休息を拒んだため永遠
にさまよう罰を科せられた異邦人の形象は、マルドロール自身のあてどない彷徨に結びつくと同時に、語り手に誘
われて読者が没入することになるテクスト空間での果てしない旅の様態として把握される。（第 2部） 
 以上の 3 つのモティーフが『マルドロールの歌』においていずれも作者と読者の問題と密接にかかっていることを
確認したうえで、論者は作者みずから「小説」と銘打っている「第 6 の歌」の分析に入る。ここで比較検討の対象にな
るのは、第 2 帝政期の人気小説家ポール・フェヴァルの諸作である。フェヴァルは大衆小説という枠内で、つねにそ
の本質的な虚構性を暴きつづけ、単純で信じやすい読者に小説の読み方を教えようとした作家であるとされる。デ
ュカスがフェヴァルの新聞連載小説から虚構を問題化・前景化するための多彩な手法を学んでいった過程を、論者
は豊富な実例を引用しながら明らかにしていく。  
 最後に「第 6 の歌」の主要登場人物であるメルヴィンヌがマルドロールに宛てた手紙が、作家と読者とのあいだで
交わされる文通のパターンとしてとりあげられ、19 世紀にはひとつの慣習となっていた読者の書簡のさまざまな特徴
を持つものと位置づけられる。メルヴィングはマルドロールの提示する虚構に不用意に身をゆだね、無残にも殺され
てしまう結果となるのだが、論者によれば、それは虚構に対し十分な警戒心を持たない読者への忠告を意味してい
るという。しかし、メルヴィンヌの亡骸がパンテオンに祭られて、カルチェ・ラタンの学生たちの間で語り草となったよう
に、虚構を受け入れる危険をあえて冒すことではじめて新たな物語の創造が可能になるのだ。（第 3 部） 
 このように本論文は、『マルドロールの歌』と大衆小説との関係をさまざまな角度から検討し、その意味するところを
綿密に分析している。論点のいくつかはすでに先行研究に含まれているものの再整理といった趣きがあることはた
しかだが、論証の中心にたえず作者と読者の問題を据え置くことによって、読むことと書くことのあいだに存在する
本源的なダイナミスムを明るみに出し、間テクスト性の網の目のなかで生成を重ねていったデュカスの作品の性格
を浮き彫りにすることに成功している。 
 審査委員会では他にも、「パロディ」「再利用」といった概念があまり明確でない、19 世紀フランスの大衆小説家を
ポール・フェヴァルひとりに代表させるのはやはり無理がある、大衆小説の換骨奪胎という観点からだけでは読みき
れない部分がまだかなり残ってしまうのではないか等々の指摘がなされたが、これらの弱点や欠点にもかかわらず、
『マルドロールの歌』と大衆小説の関係を、世界的に見てもはじめて、総合的に解明しようとしたこの野心的な研究
の意義はいささかも揺るぐものでないというのが審査委員一同の一致した見解であった。 
 さらに付け加えるとすれば、本論文の論旨は終始一貫して明快であり、文章も大変読みやすく、論理は無理なくス
ムーズに運ばれている。また、先行研究に対する目配りも周到を極め、これが十分な用意と誠実な努力の末に書き
上げられた論文であることがよく窺われる。 
 以上をもって審査委員会は、本論文が『マルドロールの歌』研究への着実な寄与を成し遂げたことを認め、博士
（文学）の学位を授与するに値するものであると全員一致して判定した次第である。 
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